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VSC、VASA Provider、SRAのストレージシステム
を設定する

ストレージシステムを仮想アプライアンスに追加し、必要に応じてVSCインターフェイ
スを使用してデフォルトクレデンシャルを設定します。

ストレージシステムを VSC に追加

Virtual Storage Console （ VSC ）には手動でストレージシステムを追加できます。

このタスクについて

Virtual Storage Console （ VSC ）を起動するたび、または * rediscover all * オプションを選択するたびに、
使用可能なストレージシステムが自動的に検出されます。

手順

1. VSCのホームページを使用して、VSCにストレージシステムを追加します。

◦ [メニュー]、[ストレージシステム]、[追加]の順にクリックします。

◦ [メニュー]、[はじめに]の順にクリックし、[ストレージシステムの追加]の下の[*追加]ボタンをクリック
します。

2. Add Storage System * （ストレージ・システムの追加）ダイアログ・ボックスで ' そのストレージ・シス
テムの管理 IP アドレスとクレデンシャルを入力します

クラスタまたは SVM の IPv6 アドレスを使用してストレージシステムを追加することもできます。このダ
イアログボックスでは、 TLS のデフォルト値とポート番号を変更することもできます。

VSC * Storage System *ページからストレージを追加する場合は、ストレージを配置するvCenter Server

インスタンスも指定する必要があります。Add Storage System *（ストレージシステムの追加）ダイアロ
グボックスには、使用可能なvCenter Serverインスタンスのドロップダウンリストが表示されま
す。vCenter Server インスタンスにすでに関連付けられているデータセンターにストレージを追加する場
合、このオプションは表示されません。

3. 必要な情報をすべて追加したら、「 * OK 」をクリックします。

ストレージシステムのデフォルトクレデンシャルを設定

Virtual Storage Console for VMware vSphereを使用して、vCenter Serverでストレージシ
ステムのデフォルトクレデンシャルを設定できます。

作業を開始する前に

デフォルトクレデンシャルの作成に使用する vCenter Server を選択しておく必要があります。

このタスクについて

ストレージシステムのデフォルトクレデンシャルを設定すると、 Virtual Storage Console （ VSC ）ではそれ
らのクレデンシャルを使用して、 VSC が検出したストレージシステムにログインします。デフォルトクレデ
ンシャルでログインできない場合は、ストレージシステムに手動でログインする必要があります。VSC と
SRA は、クラスタレベルまたは SVM レベルでストレージシステムのクレデンシャルの追加をサポートしま
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す。ただし、 VASA Provider はクラスタレベルのクレデンシャルとのみ連携します。

手順

1. VSC * Home *ページで、メニュー：設定[管理設定>ストレージシステムのデフォルトクレデンシャルの設
定]をクリックします。

2. ストレージ・システムのデフォルト・クレデンシャル*ダイアログ・ボックスで、ストレージ・システム
のユーザ名とパスワードを入力します。

ストレージコントローラのクレデンシャルは、ユーザ名とパスワードのペアに基づいて ONTAP で割り当
てられます。ストレージコントローラのクレデンシャルは、管理者アカウントまたはロールベースアクセ
ス制御（ RBAC ）を使用するカスタムアカウントのどちらかです。

ストレージコントローラのユーザ名とパスワードのペアに関連付けられているロールを VSC で変更する
ことはできません。VSC、VASA Provider、SRA仮想アプライアンスで使用する新しいONTAP ユーザロー
ルを変更または作成するには、System Managerを使用します。

『Virtual Storage Console、VASA Provider、and Storage Replication Adapter for VMware®vSphere

Deployment and Setup Guide for 9.7 Release]の「Configuring user roles and privileges」の項を参照して
ください。

3. OK * をクリックして、デフォルトクレデンシャルを保存します。

完了後

ストレージ・システムのステータスが「認証エラー」と報告されたためにストレージ・システムのクレデンシ
ャルを更新した場合は、[ストレージ・システム]ページで[すべて再検出]オプションをクリックする必要があ
ります。これにより、新しいクレデンシャルを使用してストレージシステムへの接続が試行されます。

アラームしきい値を設定する

VSC を使用して、ボリュームやアグリゲートの容量が設定したしきい値に達したときに
アラームで通知するように設定できます。

手順

1. Virtual Storage Console * Home ページで、 Settings *をクリックします。

2. [* 統合アプライアンスの設定 * ] をクリックします。

3. ボリュームアラームしきい値とアグリゲートアラームしきい値の両方について、「ほぼフル」のしきい値
（ % ） * フィールドと「フル」のしきい値（ % ） * フィールドの割合値を指定します。

値を設定するときは、次の点に注意してください。

◦ [*Reset] をクリックすると、しきい値が以前の値にリセットされます。

[*Reset] をクリックしても ' しきい値は 'Nearly full' の場合は 80% ' Full の場合は 90% のデフォルト値
にリセットされません

◦ 値を設定する方法は 2 つあります。

▪ 値の横にある上下の矢印を使用して、しきい値を調整できます。

▪ 値の下にあるトラックバーで矢印を左右に移動して、しきい値を調整できます。
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◦ ボリュームおよびアグリゲートの「フル」のしきい値（ % ） * フィールドに設定できる最小値は 6%

です。

4. 必要な値を指定したら、 * 適用 * をクリックします。

ボリュームアラームとアグリゲートアラームの両方で、 * Apply * をクリックする必要があります。
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